
め大村市政だよ
昭和38年 7月20日

盟関車面~監事~~.. 

( 6月末日現在)

前月比

人口 54.974 (+ 119 ) 
{男 26.320 (+86) 
女 28.654 (+33) 

世帯数 12.(45 (+36) 
転入 406 出生 101 
転立¥355 死亡 33 
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南
川
内
二
号
橋

中
田
橋
(
福
重
)
が
完
成

-
南
川
内
一
一
号
橋
は
今
ま
で
木
の
橋
で
し

た
が
こ
ん
ど
鉄
筋
コ

Y

ク
リ
l
ト
の
永

久
橋
に
か
け
か
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
橋
は
南
川
内
部
落
へ
通
じ
る
唯

一

の
道
路
に
か
か
っ
て
い
る
も
の
で
大
雨

ご
と
に
永
久
橋
へ
の
か
け
か
え
が
望
ま

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

昨
年
の
十
一
月
に
着
工
し
、
三
十
八
年

三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

総
工
費
U

四
百
五
十
六
万
円
長
さ

l
十
五
・

O
七
メ
ー
ト
ル

巾

u
四
・
四
七
メ
ー
ト
ル

圃
福
重
む
今
富
郷
に
あ
る
中
田
橋
は
三
十
七
年
七
月
む
水
害
の
と
き
に
流
失

し
ま
し
た
が
こ
の
ほ
ど
鉄
筋
コ

V

ク
1
ト
の
永
久
橋
に
か
け
か
え
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
橋
は
こ
の
地
区
の
農
道
橋
と
し
て
重
要
た
も
の
む
一
つ
で
す

総
工
費
H

百

四

十

六

万

円

長

さ

1
十
七
メ
ー
ト
ル

巾

1
二
・
八
五
メ
ー
ト
ル

最
近
石
油
ゴ
ジ
ロ
や
プ
ロ
パ
同
コ
ン
ロ
は
建
具
な
ど
燃
え
利
点
火
す
る
前
に
ガ
ス
や
摩
川
刊
使
用
し
・
泣
い
と
き
は
必
十
・
2

ン
ロ
や
プ
ロ
.
ハ
シ
ガ
ス
…

ン
ガ
ス
な
ど
の
使
用
に
よ
る
や
す
い
も
の
か
ら
三
十
セ
ン
油
な
ど
が
も
れ
て
い
な
い
か
ヨ
ッ
ク
や
弁
を
し
っ
か
り
し
容
器
弁
の
故
障
の
と
き

火
災
や
火
傷
の
事
故
が
多
く
チ
以
上
離
し
、
上
部
は
一
メ
を
た
し
か
め
る
。
ガ
ス
の
場
め
て
治
く
こ
と
。
制
故
障
の
と
き
は
修
理
専
門

…

在
っ
て
い
ま
す
。

l
ト

ル

以

上

離

し

て

お

く

こ

底

に

修

理

し

て

も

ら

う

v

…

つ

ぎ

の

こ

と

ず

ら

に

注

意

し

と

。

グ

火

の

事

故

4
を

な

く

そ

う

伺

ガ

ス

が

も

れ

て

い

る

と

き

…

…

て

事

故

を

未

然

に

防

止

し

て

付

コ

シ

ロ

は

い

つ

も

き

れ

い

本

当

に

簡

単

な

こ

と

が

ら

で

す

は

容

器

弁

を

し

め

、

附

近

の

…

く

だ

さ

い

。

に

掃

除

し

て

、

火

口

や

空

気

火

気

を

消

し

て

、

窓

や

戸

を

…

田
燃
焼
器
具
(
コ
シ
ロ
)
孔
な
ど
に
異
物
が
つ
か
な
い
合
は
ゴ
ム
ホ
i
ス
の
破
損
や
例
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
前
あ
け
る
こ
と
。

制

コ

シ

ロ

は

不

燃

性

の

台

の

よ

う

に

す

る

こ

と

。

取

付

け

口

を

確

め

る

こ

と

。

は

と

く

に

ガ

ス

も

れ

に

注

意

(

消

防

本

部

)

上

に

治

く

こ

と

・

使

用

す

る

と

き

の

注

意

.

使

用

後

の

注

意

す

る

こ

と

。

…
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児
童
扶
養
手
当
の

支
給
範
囲
広
ま
る

児
童
扶
養
手
当
は
父
親
と
一

緒
に
生
活
し
て
い
な
い
子
供
《

中
学
生
ま
で
)
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
し
て
子
供
の
幸
福

を
は
か
ろ
う
ぺ
と
す
る
も
の
で
す

つ
ぎ
に
該
当
す
る
子
供
を
養
育

し
て
い
ら
れ
る
か
た
は
必
十
福

記
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

的
父
と
母
が
結
婚
を
と
h

け

し
た
児
童

「
身
体
障
害
者
雇
用
促
進

法
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
は

や
く
も
三
周
年
を
迎
え
ま
し

た。
身
体
障
害
者
自
身
の
努
力

と
、
事
業
主
の
方
々
の
深
い

ご
理
解
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
在
職
場
に
身
体
障
害
者
む

人
た
ち
が
健
全
友
人
々
と
同

じ
よ
う
に
受
入
れ
ら
れ
る
よ

立
も
あ
が
る
そ
の
手
に

み
ん
な
で
よ
い
職
を
/

'
(
大
村
公
共
職
業
安
定
所
V

今

年

か

ら

は

十

九

才

ま

で

で

な

い

も

の

。

-

ろ

う

児

を

持

つ

該

当

す

る

幼

児

を

お

も

ち

む

つ
ぎ
の
ど
れ
か
に
-
該
当
す
る
児
聞
か
ら
だ
の
は
た
ら
き
に
す
父
兄
の
た
め
の
講
習
会
方
は
必
十
受
講
し
て
く
だ
さ
い

童
を
養
育
し
て
お
ら
れ
る
か
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
県
立
ろ
う
学
校
で
入
学
前
の
ム
申
込
場
所
植
松
県
立
ろ
う

談

く

だ

さ

い

。

)

に

も

児

童

扶

養

手

当

が

支

給

さ

な

い

程

度

の

障

害

を

有

す

ろ

う

幼

児

の

父

兄

の

方

を

対

象

学

校

同
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
注
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で

一

る

も

の

。

に

講

習

会

を

開

き

ま

す

。

ム

申

込

締

切

七

月

三

十

一

日

い

児

童

早

目

に

ご

相

談

く

だ

さ

レ

ψ
」
の
ほ
か
、
身
体
の
は
た
こ
の
講
習
会
は
入
学
前
の
ろ
ム
講
習
日
八
月
三
日
・
四
日

制
父
か
ら
す
て
ら
れ
て
い
る
刊
両
眼
の
引
い
バ
を
た
し
て

O

ら
き
に
労
仇
す
る
こ
と
を
う
児
家
庭
に
ゐ
け
る
生
活
指
導
ム
場
所
植
松
県
立
ろ
う
学
校

児

童

・

0
四
以
下
の
も
の
不
能
な
ら
し
め
、
か
っ
、
と
言
葉
の
指
導
の
あ
り
方
な
ど
ム
参
加
費
用
三
百
円

川げ父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
伺
両
耳
の
聴
力
損
失
が
九

O

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
を
と

b
上

け

ま

す

む

ハ

福

祉

事

務

所

)

上

と

ら

え

ら

れ

て

と

め

ゐ

デ

V
ペ
ル
以
上
の
も
の
。
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も

E
t
i
--
s
i
raz--Easti--

か

れ

て

い

る

児

童

例

両

手

の

は

た

ら

き

に

著

し

の

(

内

科

的

疾

患

に

も

と

吋

=====ZEE-EEBEE---E-EE--l=
…
進
駐
車
の
事
故
に
よ
る

川

婚

姻

に

よ

ら

な

い

で

生

れ

い

障

害

を

有

す

る

も

の

。

づ

く

も

の

を

の

ぞ

く

。

〉

…

恥

…

被

害

者

へ

た

児

童

で

父

が

な

い

児

童

判

両

手

の

す

べ

て

の

お

を

欠

こ

の

新

し

い

児

童

扶

養

手

当

…

閣

議

匡

日

刊

…

占

領

期

間

中

の

旧

連

合

国

軍

制

父

が

い

る

か

い

な

い

か

は

く

も

の

。

は

九

月

か

ら

つ

ど

額

が

月

額

…

富

川

州

糊

叩

に

よ

っ

て

、

生

命

、

身

体

長

同

父

が

死

亡

し

た

児

童

っ

き

り

し

た

い

児

童

制

両

手

の

す

べ

て

の

指

の

は

と

し

て

支

給

さ

れ

ま

す

。

山

開

凶

創

同

時

射

ぶ

害

を

受

け

た

人

に

給

付

金

を

支

村

父

が

児

童

扶

養

手

当

法

で

た

だ

し

、

国

民

年

金

、

厚

生

年

た

ら

さ

に

著

し

い

障

害

を

一

人

千

円

…

開

酬

の

?

の

細

目

…

払

中

で

あ

り

ま

す

が

、

ま

だ

輔

定

め

る

程

度

の

な

お

ら

な

金

、

恩

給

さ

と

の

公

的

年

金

(

有

す

る

も

の

。

二

人

千

七

百

円

川

喧

副

司

山

川

所

程

山

求

書

類

を

提

出

し

て

い

な

い

か

村

両

足

の

は

た

ら

さ

に

著

し

三

人

二

千

百

円

ぷ

臨

~

場

白

川

た

は

い

そ

い

で

佐

世

保

防

衛

施

い
病
気
の
あ
る
児
童
障
害
年
金
を
の
ぞ
く
V

を

受

け

山

田

園

臨

日

施

施

川

(
重
い
病
気
に
か
か
っ

τ
て

い

る

人

や

一

定

額

以

上

の

年

い

障

害

を

有

す

る

も

の

。

四

人

二

千

五

百

円

一

l

l

u

実
実
川
設
事
務
所
佐
世
保
市
矢
岳
町
へ

川

両

足

の

は

た

ら

さ

が

全

く

(

福

祉

事

務

所

》

剛

叩

申

し

出

て

く

だ

さ

い

。

長

〈

入

院

中

の

方

は

ご

相

収

の

あ

る

方

は

の

ぞ

か

れ

ま

す

附

E・
E・
--52-ZEE-ZE主
EE--BEE・
E
・-宮

り
は
い
れ
日
計
十
会
口
十
日
U
H
Uパ
ド
却
制
越
劇
協
州
日
目
立
一
計
百
日

U
J
U
1けは
l
hわ

に

恵

ま

れ

な

い

方

も

少

く

あ

業

に

つ

き

、

別

る

い

生

活

を

自

動

車

整

備

・

塗

装

工

二

十

t
々
断
師
縫
工
和
裁
加
工
下
請
者

り

ま

せ

ん

。

送

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

〔

管

内

〕

男

子

四

十

才

一

万

五

千

t
=一
万
円
・
多
数

こ

れ

ら

の

身

体

障

害

者

の

方

し

た

い

も

の

で

す

。

庖

員

十

六

t
三
十
才
六
千
五
百
上
級
幹
部
要
員
三
十

t
岡
+
五
円
管
外
〕
男
子
プ
ム
加
工
工

帥

M
-
-
i
n
n
-
u
n
h
M
M
H
2
・M
M
2
2
M
旧
一
三
一
回
目
白
山
一
に
削
刷
工
一
三
"
"
一
hhu
一""一一一一一""一口
2

M

M

t

一
万
一
一
千
円
・
配
達
員
十
六
才
三
万
t

四

万

円

十

五

t

三
十
才
九
千
t

一
万
二

千
円
(
七
月
二
十
三
日
選
考
)

i

't
ご
十
才
七
千
円
・
製
材
工
四
女
子
一
般
事
務
一
十
八

t
二
十

女
子
紡
績
織
布
補
修
工
そ
の

十
才
ま
で
日
収
五
百

t
六
百
円
二
才
七
千
五
百

t
九
千
円
・
庖

他
多
数

・
自
動
車
運
転
手
十
八

t
=一
十
員
十
八

t
二
十
二
才
七
千
五
百

五
才
一
万
二
千

t
一
万
六
千
円

t
八
千
円
・
雑
役
十
八

t
四
十
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三浦南部農道 ↑

三

浦

、

鈴

団
地
区
は
ミ
カ
ン

栽

培

が

盛

ん

な

所

で

こ

の

二

つ

の

農

道

の
完
成
に
よ
っ

て
三
浦
と

鈴

田

、

今

村

と
溝
陸
と
の
交

通

が
便
利
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
両
部

落

の

発

展

が
期

待

さ

れ

て

い

ま

す
D

り大村市政だよ

三
浦
南
部
農
道

こ
の
農
道
ル
。

は
日
泊
と
溝
陸
を
結
ぶ
延
長
千
日
焼

農

道

:
:
こ
の
農
道
も
鈴

九
百
六
十
メ
ー

ト
ル
.
に
お
よ
ぶ
田
と
三
浦
を
結
ぶ
重
要
な
道
と

も
の
で
、
四
メ
ー
ト
ル
の
巾
を
な
る
予
定
で
、
延
長
は
千
百
二

持
つ
本
格
的
注
産
物
輸
送
道
路

十
メ
ー
ト

ル
、
巾
凶
メ
ー
ト
ル

で

す

。

総

工
費
は
百
七
十
万
円
。

総
工
費
は
四
百
六
十
万
円
。

利
益
を
受
け
る
戸
数
は
四
十
五

こ
の
農
道
の
完
成
に
よ
っ
て
利
戸
農
地
は
三
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
で

益
を
受
け
る
農
家
は
七
十
二
戸
す
。

農
地
に
し
て
三
十
五

ヘ
グ
タ

1

(3) 

ハ農
林
課
〉

O 

(
こ
こ
を
お
っ
て
と
じ
て
く
だ
さ
か
》

.
C
 

公
共
測
量
を
行
っ
て
い
ま
す

実
施
期
間
七
月

t
十

一
月

熊
本
営
林
局
で
は
国
有
林
と
民
有
林
と

の

境
界
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
公
共
測
量
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

境
界
線
附
近
で
民
有
地
に
立
ち
入
っ
た

b
、

草
木
類
を
最
少
限
度
に
伐
採
し
た

b
、
必
要

に
応
じ
て
境
界
標
の
新
設
、
増
設
、
補
修
を

す
る
こ
と
が
あ

b
ま
す
。

(
農
林
課
)

農
家
の
主
婦
の
、
伝
子
伝
い

日焼農道→

ー ゴ円を農協へ予託

今年は気象台はじまって以来という 長雨によ って市内の農作物も甚大

j友被害をうけ、と くに麦は全滅といって よいほどの被害をうけました

市はこのような被害農家を救うため 6・月議会にはかり市内の農家の飯

j麦の資金として大付市農協へ 6月z7日、 1.500万円を予託いたしました。

この資金は被害農家へ農協を通 じて貸出されます。

小学生から農家 へ慰問文

市内中央小学校。生徒さんから「長雨の被害で因っておられる治百姓

;さんへ」と題してたくさんの慰問丈か寄せられ関係者を感激させていま

iす。

私たちの食べる米麦を つくって くれるお百姓さん。ζ の長雨に負け

;ないて"がんばって ください。給食用の新しい野菜をいただけ るのもお百

:姓さんのおかげです。元気をだして立ち上ってく たさい。

iこのいじらしい呼かけは意気消沈している農家の方々の意慾を呼びたこ

:すことでしょ う。(農林課〉

飯麦資金 1、50りj

季
節
保
育
所
を
開

清
ま
し
た

市
で
は
農
家
が
最
も
い
そ
が
し
い
六
月
下
句
か
ら

七
月
中
旬
ま
で
の
一
一
十
H
問
、
季
節
保
育
所
を
市
内

の
十
一
カ
所
に
開
設
し
三
百
八
十
九
名
の
幼
児
を
預

か
っ
て
保
育
し
ま
し
た
υ

こ
ど
も
達
は
ゐ
遊
ぎ
や
歌
を
う
た
っ
て
元
気

一
ば
い

た
の

し
く
初
日
を
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。

沿
い
し
い
ゐ
菓
子
を
同
長
と
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
お
く
ら
れ
大
喜
び
し
ま
し
た
。

(
福
祉
事
務
所
)
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五
才

1
小
学
校
六
年
ま
で
の

り

帆
少
年
山

叩
少
女
一

l
l事
業
課
で
は
八
月
三
日
と

四
日
の
両
日
少
年
少
女
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
大
会
を
行
い
ま

す。こ
の
大
会
は
海
国
日
本
の
次

代
を
に
友
う
少
年
少
女
の
海

洋
思
想
と
体
位
の
向
上
、
科

学
的
教
養
の
振
興
を
は
か
る

た
め
に
行
在
う
も
の
で
す
。

こ
の
大
会
に
使
用
す
る

モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
は
ゴ
ム
製
の
極

め
て
軽
快
安
全
な
も
の
で
五

六
才
の
幼
児
で
も
容
易
に
運

転
で
き
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

モ
ー
タ
ーボ

ー
ト
大
会
開
く

山
宵
県
民
税
、
保
険
税
の
徴
税
令
書
は
届
き
ま
し
…

川
た
か
。

山
昭
和
三
十
八
年
度
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
川

川
税
の
徴
税
令
書
を
七
片
十
五
日
、
納
税
者
の
皆
様
山

川

あ

て

郵

送

い

た

し

ま

し

た

。

川

令
書
ば
う
ら
ま
で
よ
く
読
ん
で
い
た
に
き
わ
か
川

川
ら
な
い
こ
と
や
納
得
の
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
納
町

山
税
義
務
の
あ
る
方
で
令
書
が
届
い
て
い
な
い
よ
う
山

川
な
と
き
は
す
ぐ
税
務
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
川

(
税
務
課
)
川

大村市政だよ昭和33年 4月tt日第三種郵便物語可昭和88年 7月20日

市
民
一
般
男
女

健
全
注
ス
ポ
ー
ツ
と
競
技
に

職
業
年
令
は
と

八

月

三

日

(

市

内

居

よ

っ

て

夏

休

み

中

の

節

度

を

養

い
ま
せ
ん
。

住

者

)

い

、

身

心

の

健

全

な

発

展

、

体

ム
申
込
締
切
七
月
三
十
日

八
月
四

日

(

市

外

居

住

者

)

位

の

向

上

を

は

か

る

た

め

、

っ

申
込
先
中
央
公
民
舘

午

前

十

時

か

ら

午

後

四

時

ま

ぎ

の

要

領

で

町

内

対

抗

ソ

フ

ト

ム

受

講

料

不

要

で

ポ

ー

ル

大

会
を
開
き
ま
す
。

ム
講
師
鈴
木
忠
次
先
生

A
会
場

玖

島

崎

競

艇

場

ム

期

日

八

月

十

日

、

十

一

日

、
小
児

か
ら

三

時

三

十

分

本

年

度

目

本

最

高

の

歌

壇

、

角

川

A
参
加
資
格
満
五
才
か
ら

4
マ

ヒ

八

月

十

七

日

、

十

八

日

短
歌
賞
ハ
全
国
ニ
名
)
受
賞
作
歌

学
校
六
年

生

ま

で

の

少

年

少

小

児

マ
ヒ
の

I
i型

混

合

当

日

は

母

計

十

持

参

し

ム

会

場

西

中
グ
ラ

v
パ
ド
手
法
に
独
特
の
新
境
地
を
う
た
わ

引

の

砂

押

口

誌

ι生
ワ
ク
チ
Y

の

投

与

守

つ

ぎ

の

て

く

だ

さ

い

。

ム

参

加

資

一

一

央

れ

わ

民

住

の

れ

た

か

た

で

す

O

ハ
教
育
季
員
会
)

ム
参
加
申
込
二
名
を
一
且
と
と

お
h
y

行

な

い

ま

す

友

語

、

体

に

異
変
の

あ

る

人

ト

学
交
四
年
よ
り
中
学
校

三

住

宅

改

修

資

金

の

貸

付

j
f

マ

該

当

者

は

投

与

前

、

医

師

に

相

談

し

/

4

し
て
七
月
ご
十
六
日
交

τ
に

年

ま

で

の

生

徒

ω昭
和
三
十
七
年
十
二
月
一
て
く
だ
さ
い
0

.

農
業
、
林
業
、
漁
業
に
従
事

事

業

課

へ

往

復

ハ

ガ

キ

で

申

ム

申

込

期

日

・

場

所

日

か

ら

三

十

八

年

二

月

二

(

保

険

衛

生

課

〉

し

、

現

に

居

住

し

て

い

る

住

宅

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

八
月
二
日
ま
で
に
教
育
委
員

十

八

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

を

改

彦

し
よ
う
と
す
る
人
に
住

(

事

業

課

)

の

。

農

地

を

売

牧

さ

れ

た

人

を

会

へ

申

し
込
ん

で

く

だ

さ

い

{
宅
金
融
公
庫
で
資
金
貸
付
を
い

ハ
教
育
委
員
会
)

ω昭
和
三
十
六
年

四

月

一

日

調

査

し

て

い

ま

す

た

し

ま

す

。
希
望
者
は
申
込
み

か
ら
三
十
七
年
十

一

月

三

申

告

期

限

七

月

三

十

一

日

短

裁

を

始

め

た

い

人

ヘ

〈

だ

さ

い

。

十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
農
地
改
革
に
よ
っ
て
農
地
・
短
歌
講
座
を
聞
き
ま
す
。
こ
貸
付
金
限
度
改
修
費
用
の
七

も
の
で
、

今
年
三
月

I
E
山
林
・
牧
野
左
ど
を
固
に
売
収
れ
か
ら
作
つ
一て
み
た
い
人
の
た
割
に
相
当
す
る
金
額
で
五
万

型
の
生
ワ
ク
チ

ン
投
与
を
さ
れ
た
人
の
実
態
調
査
を
行
つ
め
、
そ
の
味
い
方
、
作
り
方
の
円
以
上
二
十
万
円
以
下

受

け

ら

れ

な

か

っ

た

も

の

て

い

ま

す

。

指

導

を

し

ま

す

。

利

率

年
六
分

料

金

該

当

す

る

人

は

七

月
三
十
一
日
ど
う
か
ふ
る
っ
て
ご
受
講
く
だ
償
還
期
間
十
年
以
内
で
、
償

無

料

で

す

。

ま

で

に

市

の
農
業
委
員
会
へ

中

さ

い

。

還

元
利
金
が
一
月
三
千
円
前

実

施

要

領

告

書

を

提

出

し

て

く
柁
さ
い
。
ム
教
室

中
央
公
民
館
講
座
室
'
後
と
な
る
期
間

と

こ

ろ

中

央

公

民

館

申

告

用

紙

は

農
業
委
員
会
に
準

ム
則
間
八
月
一
円
か
ら
十
月
申
込
期
間
七
月
三
十
一
日

七

月

三

十

日

備

し

て

あ

り

ま

す

。

三

け

ま

で

の

毎

週

木

・

申

込

絵

所

十

八

銀

行

大

村

支

午

後

一

時

三

十

分

(

農

業

委
員
会
)

曜

日

居

、

農

協

各

支

所

(

建

設

課

)

ム
日
時

;童髭大会を聞きます !! 

¥: tsc!::もだちをさそってきさ!;

ii に来てくだき い。!!

; 会場 鈴田 中学体育館

日時 1月 30日午前 9時 ii
!l 30分--11時30分 il

出演の先生方 ii 

11松原小学校山口 清先生 ii

竹松小学校 田野幸人先生;

ii萱瀬小学校 清原睦美先生;

黒木小学校村上善一郎先生 II

i中央公民館 雄城芳夫先生 11

l! (教育委員会) ii 

町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ム
時
院

午
後
七
時
か
ら
九
時

ま
で

大
会
を
聞
き
ま
す

A
申
込
資
格

生
ワ
ク
チ
ン
を
投
与

ママ

と

き


